










要約:1.農薬とは,殺虫剤,殺菌剤,除草剤,殺鼠剤など農作物に被害を与える生物防除薬剤

のことである。農薬の中には,ヒトの接触毒性の他,細菌に対する変異原性,培養細胞の染

色体異常,発ガン性,催奇形性など次世代に対する影響が強い物質が多い。

2.資料に基づいて,実際に検出された「残留農薬」のうち,「胎児毒性と遺伝毒性」がある

と報告されているものを調べた。該当するものは 37 種であった。

3.これらの物質には次の特徴が見られた。

a.変異原性は,9 種で有機リン系の殺虫剤,殺菌剤,除草剤が多い。

b.染色体異常のみのものは殺虫剤 2種で,同時に姉妹染色分体交換もある。

c.発癌性は 13 種で有機塩素系殺虫剤に多く,変異原性を伴うものには除草剤,殺菌剤が多

い。

d.胎児障害(催奇形)は 13 種の殺菌剤に見られ,殺虫剤に多く同時に発癌性が有る。また,

有機リン系殺虫剤には,精子の異常を起こすものが多い。

4.農薬は,薬物,食品添加物,環境化学物質などと比べ,胎児毒性が強いものが多い。本年度

は，文献検索に重点を置き,毒性の種類と分布を整理した。次年度からヒト汚染の調査の

方法を立案し,実際に調査を試みたい。


